
　学校教育目標

　 目指す学校像（ビジョン）
【目指す学校像】
【目指す児童・生徒像】
【目指す教員像】

前年度までの学校経営上の成果と課題

取組指標 成果指標 取組指標 成果指標

3

・学校連絡帳カレンダーの活用で、保護者
にも時間割や連絡が伝えられるようになっ
た。
・ＩＣＴを利用した連絡により集合しての会議
を減らすことで、児童理解や教材研究の時
間を確保する。

3

・欠席した児童の家庭への連絡が減り、その他の業務に
時間をかけられるようになった。
・スラックというアプリを利用することにより、情報共有をス
ムーズにできている。

◎考える子（よく聞き、よく考え、よく判断し、自ら行動できる子）
〇やさしい子（互いの立場や相手のよさを認め合う思いやりのある子）
〇元気な子（健康で、生き生きと活動できる子）

学校・地域・家庭が互いに育て合い、子ども一人一人の笑顔あふれる学校
子どもが生き生きと力いっぱい活動する学校
教職員が互いに高め合い、協働する学校

コミュニティ・スクールとして、児童、教職員、保護者、地域の方々がさらに一体となって、誇りにできる学校作りをしていく。
「考える子」の育成を目指し、個別最適な学びのための指導内容と指導法の工夫・改善に努め、自ら学ぶ意欲の喚起や基礎的・基本的な学力の定着をさらに推進する。

・OJTに関する教職員の満足度が高かった。授業力、生活指導力、保護者等
の対応力など、力が付いたことを実感している。来年度もこのような雰囲気で
充実したOJTが進められるよう、計画していく。

・若手の先生も中堅・ベテラン
の先生も仲が良い様子。
・協力できることはするので、子
ども達たちのことを第一に職務
に励んでもらいたい。

4 3

4

・今後もICTを活用することで利便性を図れることがあれば、積極的に活用していきた
い。
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・中堅教員と若手教員との相互の授業参観
や授業後の指導を充実させる。
・校務分掌においても、２人以上で教え合い
確かめ合いながら進めるようにする。

3 3

・OJTの方法を見直し、中堅教員と若手教員の相互の授業参観
が定期的に行われる体制づくりができた。
・分掌の担当者同士や組織での確認ができている。

3

4 4
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・地域人材からボランティアを募り、
学習活動に生かしていく。

3 3

・図書ボランティアの読み聞かせ、花いっぱいボランティアの花
壇整備、見まもり隊の交通安全の声かけなど、活躍していただ
いている。

・ブログを各学年週１回を目安に、地
域・保護者に発信する。
・保護者・地域に伝えるべき情報につい
ては、配信メールを最大限に活用す
る。

3 3

・学年間に頻度の差はあるものの、頻繁にブログを更新
している。
・適度な頻度で配信メールを活用し、必要な情報を保護
者・地域に伝えている。

4

・今後も適切な時期に、適切な期間のや内容で体育的活動を設定していく。
・食事や食べ物を大切にしようという意識が向上し、完食できる学級が増えた。

・体調チェックシートを毎日提出させる。
・朝会や安全指導、身体計測等で病気
の予防について呼びかけていく。 3 3

・児童の健康観察に保護者も含めて協力的である。
・手洗い、うがい等の徹底を継続していく必要がある。

・病気の予防についての呼びかけを継続して行っていく。また、窓を開けての
喚起換気や、消毒液を設置しての手指の消毒などを継続していく。

・来年度以降も「地域の中の学校」であることを広め、小さな関わりで良いので、教育活
動に参画してもらえるよう呼びかけていく。

・年度の後半は、各学年週1回以上、児童の活動の様子をブログを通して伝え
ることができた。
・学校だより、保健だより等も紙面配布希望者以外は配信とした。保護者の
ICT利用も進んできた。

・いつも子ども達たちから元気
をもらっている。協力できること
はしていきたい。
・ブログで学校の様子が分かる
のがよい。
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・縄跳び週間、マラソン週間などの
体育的活動を設定する。
・SDGｓへの意識を喚起し、食育を
進める。

3 3

・縄跳び週間やマラソン週間で取り組んだことを、週間後も自ら
継続して行おうとする児童も多く見られるようになった。
・栄養士や三小づくり会議、給食委員会が中心となって食育を
すすめる体制を作る。

・校庭で元気よく遊ぶ子ども達
を見るとこちらも清々しい気持
ちになる。
・病気の予防に関する指導を継
続して行えているように感じて
いる。

4 3

4 4

・生活指導上の課題や気付きを共有する体制ができている。
・来年度に向けて、多くの教員が学級の様子を把握できるような体制づくりをしていく。

・話合い活動を全学級で展開し、司会グ
ループを輪番で全員に経験させる。
・クラブ活動、委員会活動、たてわり班活動
でも望ましい人間関係を作っていく。

3 3

・話し合活動における効果的なICTの活用方法を模索してい
く。
・クラブ活動、委員会活動、たてわり班活動では、児童の自主
性を尊重しながら指導している。

・話し合い活動におけるICTの活用が盛んになり、これからより効果的な活用
方法を模索していく。
・クラブ、委員会、たてわり班活動では、児童の自主性を尊重して活動させて
いるが、一部指導がつつ、必要に応じて支援を行っていく。な場面も見られ
る。
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・生活指導に関する情報や気付き
を夕会で共有する。
・交換授業を行い、学級経営上の
気になった点を共有し合う。

3 3

・生活指導上の全校的な課題や気付きを夕会で共有す
ることで、全職員で指導に当たる体制ができている。
・交換授業で気になった点を共有し合い、改善に生かし
ている。

・学年間での交流で、上級生が
率先して行動する様子に成長
を感じた。4 3

3 3

4 4

・ホワイトボードの活用が定着してきて、特別な支援が必要な児童にも授業の
進捗状況が目で確認できるようになった。
・モジュール学習において積極的にクロームブックも活用して、さらなる基礎基
本の定着を図っていく。

・ＩＣＴを活用した授業を１日に１回
以上展開し、児童の学習に向かう
意欲を高める。 4 3

・全学級で1日に1回以上クロームブックを活用している。
また、課題が終わった児童には、タイピングソフトやタブ
レットドリルなどの教材に取り組ませている。
・校内研究を中心に、さらなるICTの活用方法を模索し
ている。

・クロームブックを活用した授業が頻繁に行われている。来年度も継続しては、
校内研究のテーマとし、研究を進めていく。

成果・課題・次年度以降の対策

 令和４年度　小平市立小平第三小学校　学校評価報告書
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・「三小スタンダード」に基づいた学
習規律、教室環境づくりを行う。
・学力テストの結果分析を基に、モ
ジュール学習を充実させる。

3 3

・ホワイトボードで授業の1時間の流れを示すことや学習
用具の定位置について、さらに改善を図る必要がある。
・モジュール学習で、学習内容を反復して学習すること
で基礎基本が定着してきた。

・授業参観すると、どの教室で
も落ち着いた様子で学習が進
められていた。
・低学年でもクロームブックを活
用した授業が展開されており、
印象的だった。

4 4

具体的方策
第１回評価

成果・課題・対策
第２回評価

学校関係者評価


